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(R)、コリシン因子 (Col) などと共に性決定因子であり、細胞接合を促し、 F 自身あるいは F に連
関する大腸菌の染色体を伝達する能力をもっO この研究はこのような性決定因子の染色体伝達に関す
る遺伝子の構造と機能を解析することを目的としている。
ガラクトース分解に関する遺伝子( gal) およびニコチン酸合成に関係する遺伝子(nicA) を運ぶ
F プライム (F8) およびR因子(R1oo- けから伝達能力を失った突然変異体を分離し、このような変
異体を組み合せ、お互いの伝達能力の回復現象を調べた。この結果、染色体伝達に関する遺伝子((ra) 
は少なくとも 7 つの相補性単位が存在することがわかった。そのうちあるものは、接合に必要と考え
られている特異的線毛( sex pi1i) の形成に関係し、あるものは、それ以外の欠損を持つと考えられ
る。一方、 F8はPIファージによって形質導入され、しばしばF8上の tra あるいは gal 又はnicA に欠
失を生じた突然変異体 (deletion mutant) が分離されることを発見した o F 8の deletion mutánt を
使って、再び相補性テストにより、 tra のシストロンは一群を形成し、 tra -nicA-gal という配列を
していることがわかった。
このような F8上の遺伝子の大きさを知るために直接deletion mutant を ethidium bromide 塩化セ
シウム密度勾配遠心法により環状 DNA 分子として分離して、電子顕微鏡により観察された。親のFs
は約47μm(分子量約91 X 106 ) で、 deletion mutant はそれより全て短く 6. 6~22. 5μm の欠失を生じて
いた。これらの欠失の大きさは遺伝学的に得られた相対的な遺伝子の配列と相関関係を示した。
ところで、 deletion mutant の環状DNA分子の長さの測定の際に、それ以外の欠失はないと考えられる。
Fs の、 Pl ファージによる形質導入体を調べたところ、親の F8 と同じ47μm であることがわかった。





同種の性決定因子聞には super infection immunity という現象があり、 2 ツの因子を同一細胞内
に安定な形で存在させることができないことが知られている。これがこれまで性決定因子の遺伝学的
解析、つまり性決定因子聞に於ける相補性分析を困難にしていた原因として考えられる。大坪君は
①F因子と R 因子が染色体伝達に関して相同な機能をもっていること、②両因子聞では super-infec­
tion immunity はなく安定な形で同一細胞内に共存させうること、③染色体伝達能を欠く R 因子を Pl
ファージによって容易に他の細胞に形質導入できることを利用して、染色体伝達に関する遺伝子群一
( tra )の機能単位を明らかにした。また gal および nicA遺伝子を運ぶF8 という F プライムから Pl
ファージによって欠失突然変異体を使って tra遺伝子群を gal ， nicA遺伝子と共にマップすることに成
功している。しかも大坪君は性決定因子の DNA 分子を大腸菌から直接分離することによって、遺伝
学的に得た結果を分子のレベルで対応づけた。これらの業績はファージとは異る核外遺伝因子の研究
に展望を開いたオリジナルなものであり、従って理学博士の学位論文として充分価値あるものと認め
る。
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